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プログラム

次週以降の予定

１月28日(木)

雇用について

野菜と健康生活

１月14日(木) コミュニティーＦＭラジオ ＧＳｋｙ

１月21日(木)

委員会報告

退会挨拶

宮崎親睦委員長
・12月10日の忘年会は多数のご参加をいただ
き盛大に終わることが出来ました。厚くお礼
申し上げます。又１月７日には新年会例会を
計画しておりますので多くのご参加をお待
ちしております。
西村次年度幹事
・次年度の理事会のご案内ですが2010～2011
年度の佐藤年度が始まりますが１月13日（水）
に第一回の理事会を開催致しますが、理事の
皆さんには新しいスケジュールに予定を書
き加えて、必ずご出席を戴くようお願い致し
ます。

局へお申し込み下さい。野球を通じてお世話
になりました。
・今年度の上期例会は本日が最後です。来週、
再来週は休会ですが下期の１月７日の新年
会がスタートとなります、皆様のご出席をお
願い致します。
尚　事務局も12月26日から１月５日までお
休みです。

会長報告を申し上げます。
　まずは残念なご報告から申し上
げます。今月の理事会において２名
の退会が承認されました。武田晃会
員と成本会員です。
　武田晃会員は1982年ご入会、以後

社会奉仕委員長を始めとし４回の理事経験
と２回の委員長経験があり在籍28年のベテ
ラン会員でした。何とか残るように勧めまし
たが家庭の事情と意思が固く退会となりま
した。これからも滝川におりますので宜しく
との事でございました。本日は所要で欠席です。
　成本会員は2003年ご入会。昨年は理事をさ
れ、非常に思慮深い発言をされる印象の強い
方でした。来年３月には長野にお帰りになる
予定との事で非常に残念です。
以前よりお話を伺っておりましたので仕方
がありません。成本会員には後ほどご挨拶を
戴きます。
　さて本日は今年の最後の例会です。今年は
色んな事があった年ですが何と言っても印
象深いのは滝川で開催の地区大会でした。な
かでも一番評判良かったのはしっかりと接
待が出来たことでしょう。さすが手馴れてい
るなーの印象でした。滝川のメンバーが万端
な準備と、当日80名近い会員が対応する姿が
（さすがだな）と思わせたでしょう。
　本日は半期出席とニコニコBOXの報告がご
ざいます。両委員長の後に頚部エコーのお勧
めということで広森様から少々のお話を伺
います。実は私もコウジュジンタイコッカショ
ウという病気を持っており、首の動きは勿論
悪いのですが走ったり、激しく動くのは駄目
でインターネットによると50代以上の男性
では20人から30人に一人はその病気を持っ
ているそうです。気をつけてください。
　又受付でお渡しいたしました『米山記念館・
静岡西伊豆めぐりの旅』のパンフレットをお
配りいたしましたが、ご参加希望の方は柳さん
にお申し込み下さい。又来年は旅行同好会を
新設の予定でございます。

成本治郎会員
　退会にあたりご挨拶とお礼を申
し上げます。平成14年秋公証人とし
て滝川に赴任しましたが22年４月
１日をもって退職するので無職･無
収入となり、職業による社会奉仕は

ロータリアンとしての資格がないので、早め
に退会を決意致しました。
　７年前に入会し滝川ロータリークラブの
皆さんと滝川の街に感謝いたします。約40年
あまり検察庁勤務で、社会のはみ出し（アウ
トロー）を相手にしておりましたが、滝川ロー
タリークラブに入会し、初めて社会の中で建
設的に働く人達に接し、色々と教えられました。
さらには三楽街にもお誘いいただき大変楽
しい思い出もあります。
　50年の勤務の間に10数回の転勤をしまし
たが、７年半の滝川が一番長い勤務地となり
大きな思い出になりました。今後は２年しか
住んでいない自宅のある長野県上田市に帰
ります。上田市は真田幸村の城下町として栄
えた豊かな景勝地と温泉、ゴルフなどの魅力
いっぱいの街です。東京から長野新幹線で約
１時間30分位ですので東京においでのつい
でにでもぜひお立ち寄り下さい。最後に滝川

・砂川・赤平RCより１月のプログラム、
砂川RCより会報が届いております。
・来年２月12日（金）小樽南RC創立50
周年記念式典のご案内が届いてお
ります。参加希望の方は幹事か事務



《出席委員会担当例会》

半期を省みて

先 の ロ ラ週 プ グ ム

ニコニコＢＯＸニコニコＢＯＸ

神部　洋史会員
地区代表幹事を半期終えて。
米倉　慎一会員
新築しました。無事、引越しも済みました。
成本　治郎会員
長い間有り難うございました。滝川クラブ
の繁栄を祈ります。
近藤　正孝会員
忘年会で景品を戴きました。
奥村　敦史会員
忘年会で景品を戴きました。
安立　徳章会員
担当例会が終わり。上期ニコニコBOXにご協
力いただき有り難うございました。
白田　富久会員
担当例会を終えて。

安立ニコニコBOX委員長
　いつもニコニコボックスにご協力いただ
き有難うございます。
お手元の資料をもとに半期を振り返りニコ
ニコBOXの中間報告を致します。
過去8年間の善意を統計学的に年度末予想致
しました。下記表を参考に目標の180万円に
達するよう、下期も良いことがたくさんあり、
善意で目標額達成するべく今後のご協力を
宜しくお願い致します。
年度　　　忘年会まで　　年度末　　　％
01～02　　1,142,430　　2,190,830　　52
02～03　　1,256,450　　2,144,900　　59
03～04　 　 742,819　  1,644,589　　45
04～05　　1,021,231　　1,756,231　　58
05～06　　1,034,400　　2,140,700　　48
06～07　　1,196,500　　1,904,700　　63
07～08　　　872,500　　1,455,500　　60
08～09　　　925,000　　1,541,500　　60
09～10　　　804,000　　1,340,000　　60
年度末は予想数値で目標は180万円

引き続き講師例会に入ります。
頚部エコー検査と題して廣森先生にお願い
致します。ここで廣森弘志先生の略歴をご紹
介致します。
1943年10月　樺太で生まれる
1973年３月　道立衛生学院臨床検査技師科卒業
1996年３月　より現在の滝川脳神経外科病
院勤務現在に至ります。
脳波検査、聴性脳幹反応(ABR)、体性感覚誘発
(SEP)、エコー検査を主に検査をされています。
多年にわたり北海道臨床衛生検査技師会理事
多年にわたり北海道臨床衛生検査技師会空
知地区会副会長

《頚部エコー検査について》

白田出席委員長
　本日は半期を顧みて、７月から11
月までの月別の平均出席率をお知
らせいたします。
７月　89.0％　出席率の高い例会
は７月２日の新役員理事就任挨拶時

８月 81.0％　出席率の高い例会は８月13日
の創立夜間例会
９月 81.0％　出席率の高い例会は９月24日
の地区大会実行委員会の準備例会
10月80.0%　出席率の高い例会は10月４日の
地区大会当日例会
11月75.0％　出席率の高い例会は11月19日
の情報委員会担当のゲスト卓話
尚　ホームクラブ100%予定者は10名　皆出
席100%出席予定者は38名

講師：廣森弘志先生
　滝川脳神経外科病院の廣森先生
が『安立さんから滝川ロータリーク
ラブのメンバーは年齢が高いこと
もあり頚部エコー検査についての
お話をぜひと依頼があり、今年最後

の例会に20分のお時間をいただきお話をさせ
ていただきます』と挨拶の後にパワーポイント
による映像で説明をされました。要約しますと・・・・
　頚部エコー検査の目的は①頚部血管病変
の診断　②頭蓋内欠陥病変の推定　③全身
の動脈硬化の評価　④手術前の危険度の評
価　⑤治療効果の評価などにより早期発見
に大切である事や、わが国の現状、適応、解剖、
深触手の選択、プラークの定義や性状の説明
を映像により受けました。頚部エコー検査の
まとめとして①動脈硬化の指標として　②
頚動脈血栓、内膜摘除術の参考情報　③脳卒
中発症の予測手段として　④冠動脈疾患の
関連性　⑤予後、予測因子として　⑥薬物療
法の治療効果判定の参考になる旨のお話を
され、大切な検査であるので皆様におすすめ
いたします。と約20分にかけて説明を受けま
した。

ロータリークラブと皆様の事業の繁栄さら
には会員、ご家族のご健康を祈念し感謝のご
挨拶と致します。ありがとうございました。

今年、９月には北海道臨床衛生検査技師会空
知地区会創立50周年記念事業の実行委員長
を務める。


